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ふれあいトーク記録書 （ 岩倉市文化協会 ） 

開催日時： 平成３０年１１月２２日（木） 午後７時００分 ～ 午後８時５０分 

場 所 ： 岩倉市役所 ７階 第２・第３委員会室 

参加人数： 岩倉市文化協会会員１２人 議員１４名 

次 第 ： 司会 大野議員 

１．開会挨拶  大野副議長、黒川議長、岩倉市文化協会会長 櫻井様より 

２．出席議員自己紹介 

３．意見交換会 

 

 

項目 参加者の意見・質問 議会の応答 執行機関の回答 

地区の会館の有効利用について  市民活動をする上で会場が必要にな

るが、生涯学習センターなどの稼働率が

良くて新しい団体などが予約しても会

場が取れない状況である。反面、各地区

には公会堂などの施設があるが、あまり

利用されていないようである。これらの

地区の施設を開放して頂き利用できる

ようになれば、いろんなサークルの人が

会場に困ることもなくなり、また、地域

の方々とのコミュニケーションを図る

ことが出来るので、是非そのような検討

地区の集会所は地域によって区民以

外の利用料は高いなど、利用料金が違

ったりするところがある。また、鍵の

管理など利用しづらいなど問題があっ

たが、八剱会館は改善してもらい利用

率が上がった。 

【協働推進課】 

本市の公共施設以外の行政区が管

理されている公会堂等の利用につい

ては、それぞれの行政区の区長さん

に相談をお願いします。 

地元の会館は公の施設であり地方自

治法第 244 条に基づき、市が管理すべ

きものであるが、指定管理者制度で区

に管理を委託している。公の施設は市

の財産で有るので、有効活用すること
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をしていただきたい。 が福祉の増進につながる。この件につ

いては 12 月の定例会で一般質問をす

る。 

地域の会館には設置の条例が定めら

れていて、その条例の中には地域組織

の活動育成の助長と定められているの

で条例を変えていくことも考えなけれ

ばいけない。また、公共施設再配置計画

の中で会館を譲渡していく方針があ

る。そうなると管理の問題や条例見直

しなど検討が必要になる。 

地域の会館の利用については、公共

施設再配置計画があって、市が管理し

ているいくつかの施設を行政区に譲渡

されることになっているが、条例の改

正をきちんとして利用できるようにし

ていくことも勿論だが、すでに解放さ

れている所もあるので、そういうとこ

ろを参考にするとか、ＰＲするなどし

ていけば、地区に譲渡されても解放さ

れていくと思うので早く仕組みを作る

ことが大事だと思う。 
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文化協会の現状について  市では生涯学習センターなどの市民

講座からたくさんの公民館サークルが

生まれている。できればその講座から生

まれたサークルが文化協会に入会して

頂ければと思っているが、文化協会に入

るメリットがないなどの理由から、なか

なか入会して頂けない。生涯学習センタ

ーができた時にサークル活動の規約改

正や体制見直しを提言していたが何も

変わらなかった。現状の加盟団体の活動

では、今、写真サークルが市役所の 2階

ギャラリーで写真の展示をしている。文

化協会では発表など活動に助成をして

いる。協会としても外に向けた活動をい

ろいろしているが、新しい会員を入れて

いかないとこれからの先行きが暗い。こ

れから 50 周年へと文化協会が続けてい

くには今が正念場である。これからも協

会が存続できるように議員皆さんのバ

ックアップをお願いしたい。 

文化協会に加盟のメリットについて

は、例えば生涯学習センターの２階の

ホール部分を文化協会に優先的に有効

利用を考えていただくとか、協会から

の助成金などもあると思う。 

私も音楽という活動をしているので

文化協会に加盟することも考えていき

たいと思う。 

【生涯学習課】 

文化協会は、市民の自主的な文化・

芸術活動を推進する中心的役割を担

っていただいていますが、加盟団体

の多くは会員の減少や高齢化が課題

となっている状況です。 

本市においては、文化協会の団体

紹介や会員募集の記事を広報紙・ホ

ームページへ掲載し、また文化協会

に対し育成補助金を交付するなど、

運営面・財政面で支援をしています。 

 今後も引き続き、新規団体、特に

若い世代による団体の加入促進につ

なげることができるよう、情報提供

や団体育成に努めていきたいと考え

ます。 

夏に生涯学習センターで生涯学習フ

ェスティバルが開催される。その時、詩

吟の会では教室を開いたり、詩吟を発

表したり、勧誘して２名の新会員が入

会した。何か企画して広報活動など入

会のきっかけ作りが必要だと感じてい

る。 

 施設の予約の際での事例で、市民プラ

ザで定例的に利用している場合は３か

月前の予約申し込みになるが、文化協会

などで定例的に利用している場合はそ

市民プラザは指定管理者制度ではな

く、市の規約では３か月前の予約であ

り、その他市長が認める場合はこの限

りではない、となっている。６か月前の

【協働推進課】 

市民活動登録団体による６か月前

の予約で他の登録団体が定例的に使

用している場合は連絡させていただ



 

4 

 

の１週間ほど前の予約受付となる。これ

はメリットではある。市民プラザで行事

をする時に６か月前の予約を受理され

たことがあり、定例的に使っている活動

団体が予約できなかったことがあった。

定例的に使用している活動団体がある

場合などは事前の相談くらいはするべ

きではないか。 

予約は試行的にやっていることであ

る。条例を改正する必要がある。 

きます。 

今、会員の募集でネットでの募集の話

が出たが、確かにネットで新しい方が見

えることもあるが、実際今はもう文化協

会で活動されている方で、ネットでとい

うのは難しい。60 歳、70 歳の方にネッ

トを使って募集しましょうと言っても、

パソコンの使い方から教えなければい

けないのでは中々ハードルが高い。市の

ホームページに載せて頂いて活用でき

るような形であればいいが現実的では

ない。 

40 歳の時からフットサルをやって

いるが、メンバーを集めるのに殆どイ

ンターネットを利用している。ネット

の中に掲示板があり、そこに練習の曜

日、時間、場所などの案内を載せると何

人かの人が反応してくる。そこで馴染

めば定着していくという事もある。 

【生涯学習課】 

文化協会の会員募集については、

引き続き、市広報紙やホームページ

を活用し情報提供を行っていきたい

と考えます。 

文化協会員の会員募集について Ａ．広報で会員募集した時に、お試し

でどうぞと参加を呼びかけて、来て頂

けることがあるが、なかなか入会して

もらえない。入会してくださる方も高

齢者が多い。郷土研究会では発足当時

Ｑ．各団体数も減っている、また、加入

者数も減っている中、市民講座からサ

ークル活動をしている方々への加盟促

進をどのようにされているのか。また、

各団体の新規会員の勧誘方法は。 
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30 名いた会員数が現状では 20名を切っ

ている。会議の参加者は 10 名程度しか

集まらない。（理由は高齢化により夜の

会議の参加が困難になってきている） 

活動内容としては、公開講演会を開

催して市民の皆さんにも案内して参加

して頂いている。その折に活動報告を

してＰＲしている。また、機関紙を出

す活動もしているが会員が少ないので

会費も少なく予算上厳しい。もう一つ

の活動として、市内や近隣の遺跡を訪

ねる活動をしている。昨年は可児市の

尾張藩の木村家を見学することにな

り、市のバスの利用申込をしたが許可

されなかった。 

Ａ．講演会のテーマはひきつけそうなも

のを選んで開催している。岩倉市にある

山車をテーマに専門の人に依頼したり、

戦争遺跡だとか、岩倉城の跡であると

か、岩倉街道の歴史とか興味を持っても

らえそうなテーマを選んだりしている。 

Ｑ．小牧山で信長の館の遺構が出て、そ

の遺構が公開されたときに全国から見

学者が来た。いま、歴史ブームでもあり

興味のある方も多いと思うが、そんな

人達に参加の機会や情報提供をどのよ

うにするのか中々難しい問題である。

文化活動を市の限られた予算の中でど

のように行っていくのかそのあたりの
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考えはどうか。 

Ａ．文化協会が使うことは許可される

が、各加盟団体まで許可すると収拾が付

かなくなる。また、バスの運転手の問題

で運転手の勤務が土日に偏ることにな

る。 

Ｑ．市のバスが使えなかった理由は何

だったのか。 

 

 陶芸クラブを希望の家で長年やって

いるが、高齢化で活動グループも減って

きた。市民講座で市の職員に入会を誘導

してもらう形で一時は会員が増えてい

たが、最近はそんな講座も減ってきた。

また、夏休みに子供たちが一人 500 円で

焼き物を作ったりするイベントに私た

ちも協力していたが、それも前は職員さ

んで好きな方が見えて教えていたりし

て開催ができたが、委託管理されてから

できなくなった。今も生涯学習センター

で色んな講座があるが、例えば、伊勢型

紙のグループがあっても、また、違う先

生が講座を開くと違ったグループが誕

生して、分散していってしまう。これを

どのようにまとめるのか。 

 【生涯学習課】 

 文化協会の加盟団体の増加促進に

つなげるため、文化協会と市の協働

により事業を実施できるよう、今後、

文化協会と検討を図っていきたいと

考えます。 

 また、生涯学習サークルについて

は、同種の内容で複数団体が存在し

ている状況もありますが、各団体の

目的や活動内容等も様々であり、自

主的な生涯学習活動を推進していく

観点から、まとめていくことは難し

いと考えます。 

 各団体での募集活動として、私は市民

吹奏楽団を立ち上げて 47 年活動してい
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て、今は顧問をやっている。現状は体験

入団という形式でやっている。１か月

間、月４回の体験入団で練習に来ていた

だいて、団の雰囲気になじんで良ければ

入団して頂く。毎年 10 人位体験して半

分くらい入団してくれる。今は中学生も

準会員の形で入会できるようにしてい

て、南部中学校に団員が指導に行ってい

る。また、広報活動を通して市外からも

岩倉に来ている団員もいる。 

活動報告について （ＰＲ）生涯学習センターフェスティバ

ル 2019 を７月７日（日）に生涯学習セ

ンターで開催します。市民のみなさんの

作品とか活動とかを実際に見て頂けれ

ばと思いますので是非宜しくお願いし

ます。 

  

 書道連盟から、年に２回議員の先生方

に案内をさせて頂いているが、市役所の

２階で３月の終わりから４月にかけて

書道展を行っているので、展示した時は

是非鑑賞してもらいたい。お忙しいと思

うが、ちょっと観て頂いて署名をして頂

くと会員の励みになり、益々頑張ろうと

意欲がわく。 
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 岩倉音楽連盟から、文化庁や市などか

ら補助金が支給されているが、例年補助

金が半分ぐらい余っている。名古屋市や

北名古屋市では学校を通じて放課後学

童の時間に子どもたちに教える活動を

しているが、岩倉市では受け入れてもら

えなくて活動ができていない。他県など

からの依頼が多いが岩倉市でも活動で

きるようにしたい。 

 【生涯学習課】 

本市では、音楽文化普及事業とし

てセントラル愛知交響楽団に委託

し、市内中学校の音楽系部活動への

指導や小・中学校において音楽鑑賞

事業を実施し、子どもたちへの音楽

文化の普及を図っているところで

す。 

音楽文化の普及にあたっては、音

楽連盟と協働でできることがない

か、また他市の状況等も参考にしな

がら音楽のあるまちづくりを進めて

いきたいと考えます。 

 書道連盟から、書道連盟はサークルで

はなくて各々の書道をやっている方や

先生方の集まりである。最近では漢字や

仮名などのそれぞれの分野に分かれて

いて顔を合わせることも少なく交流す

る機会が中々ないのが現状で、新会員が

入会するにも情報がどこからも取れな

いのが悩みである。少しでも興味のある

方が加入して頂けると良い。 

  

 水墨画の会から、会員が高齢化してい

る悩みと、会員数が少ないという悩みが
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あるが、小学校（曽野小、五条川小）か

ら依頼があり６年生を対象に水墨画を

教えに行っている。曽野小学校は全６年

生を対象にしているが、五条川小学校は

選抜 20 人をお茶とお花と水墨画に分か

れて同じ日に教えている。こうした活動

は私たち会員も大変励みになる。 

 文化活動、サークル活動と、私たちが

お手伝いしているボランティア活動と

は性格が違う。文化活動は自分の好きな

ことをして技術を習得する目的がある。

高齢化で会員が集まらない悩みは分か

るが、ボランティア活動はもっと深刻で

会員が集まらなければ沈滞してしまう。

皆さんは会員募集活動をもっと積極的

に、垣根を越えて文化協会として取り組

む必要がある。 

 【生涯学習課】 

文化・芸術振興には文化協会の存

続が不可欠と考えるため、今後も文

化協会と協力し団体の加入促進に努

めていきたいと考えます。 

 文化協会は助成金や会場をお借りし

て税金を使って活動しているので、市の

行事などに協力していくのが当然であ

る。しかし、市の講習を受講してサーク

ル活動をしている方々は自分たちだけ

で自己満足していることが多いが、私た

ちと同じように市の行事などに協力す

 【生涯学習課】 

生涯学習講座や生涯学習サークル

は、自らの教養を高めることや生き

がいづくり、仲間づくりにつながる

生涯学習活動の充実を目的としてい

るため、市の行事への協力を求める

ことは難しいと考えます。 
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るべきだと思う。 

交通面について  ふれ愛まつりではシャトルバスが出

ているが、文化祭、市民音楽祭の時にも

できれば何らかの形でバスが出ないの

か。バスが出ればもっとたくさんの人が

会場に足を運んでいただけると思う。 

 【生涯学習課】 

文化祭や音楽祭についてもふれ愛

まつりと同様にシャトルバスの実施

が適当かどうかを含め、より多くの

皆さんにご来場いただける手段や方

法を研究していきたいと考えます。 

 乗合タクシー“い～わ号”が平日の

９時から５時以外は使っていないので

残念だ。私たちも高齢になってきたの

で、車の運転を止めた人もおり、体育館

に行くのに苦労している方が増えてき

た。方法は分からないが乗合タクシーを

使えないか、交通手段を何とかしてほし

い。 

午前中は病院などの利用の方でほぼ

満員になるので予約ができない状態

で、特に雨の日などの当日予約はほぼ

無理である。午後は利用が少なく開い

ている。 

【協働推進課】 

公共交通に関する調査検討業務を

今年度に実施しており、７月には公

共交通実態調査や交通事業者ヒアリ

ング、10 月には小学校区ごとでの行

政区意見交換会を行い、これらの結

果等について岩倉市地域公共交通会

議に報告し意見等をいただいている

状況です。今後の公共交通のあり方

等につきましては、市民の方からい

ただいたご意見と様々な調査検討結

果等を踏まえつつ、他の自治体の取

組も参考としながら、本市にとって

最適な事業となるよう総合的に検討

したいと考えています。 

利用客は１日に 25 人程で推移して

いる現状で、乗合にはなっていなくて

乗合率は 1.1 まで行っていない。 

 初めて“い～わ号”を利用しようと

思ったが予約ができなかった。他にもな

かなか取れないと言う人が見えたが稼

働率はどうなっているのか。曽野や稲荷

からさくらの家に行くのに駐車場がな

いので是非利用したいと思ってもでき

ない。タクシー状態で乗合になっていな

いのでは。 

“い～わ号“は運行から５年が経過

している。今、公共交通がどうあるべき

か見直しをしている所であり、懇話会

やアンケート調査をしている。今年度

中に何らかの回答が出る。 

 小牧市や豊山町などのように市内循  
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環バスで考えた方が良い。市内の交通機

関が南北の鉄道が通っているが東西が

何もない。市内の施設には駐車場がない

こともあり循環バスが利用しやすい。 

 テレビで見たのだが、小型電気自動車

（バス）があったので紹介する。窓もな

く、オープンで低価格な小型電気バスで

ある。時速 19 キロ以下で走行するのだ

が、４キロの距離を市内走行しても普通

のスピードとそんなに時間は変わらな

いとのことである。 

 

図書館の書籍の禁貸出本につい

て 

 図書館の件で、個人でいろいろ調べ物

をしているが、愛知県図書館のネットの

中に県内の何処の図書館に希望の書籍

があるか検索できる。岩倉市にはあまり

希望の書籍が無いが、あっても禁貸出本

になっていて借りることが出来ない。文

化協会での調べ物なので特別に貸出し

を許可して頂けるような特例措置が可

能かどうか聞きたい。また、検索でヒッ

トするのは圧倒的に一宮市の図書館が

多いが、一宮市は禁貸出本を貸してくれ

る。大抵の近隣市では県内在住であれば

貸してくれるが、稲沢市は旧中島郡のと

 【生涯学習課】 

参考図書や郷土資料は、利用者が

調べ物をしたいと思ったときにいつ

でも利用することができるよう常時

図書館に置いておく必要がありま

す。 

また、図書館員も利用者からの相

談に応じるために頻繁に利用します

ので、これらの資料は「禁帯出」と

して貸出をしていません。これらの

資料の貸出を行うと、多くの利用者

の調査・相談に対応できなくなりま

すので、特例措置については考えて



 

12 

 

ころしか貸し出しが無い。近隣市の郷土

資料を見たいので、是非貸出できるよう

にお願いしてほしい。 

いません。 

 なお、近隣図書館の郷土資料の貸

出ができるようにしてほしいという

ことですが、禁帯出の取り扱いにつ

いては、どの図書館も同じであると

認識していますので、貸出は難しい

と思われます。  

 


